
令和５年９月２９日
北九州市長 武内 和久

環境国際ビジネス関連プロジェクト推進に関する
連携協定の締結について

インド 最大手環境産業企業
ラムキーグループ
Ramky Group

北九州市
City of Kitakyushu



ようこそ 北九州市へ

Welcome to 
KITAKYUSHU1 1



日本を代表する環境先進都市・北九州市
1960年～ 市民の力で公害を克服
市民（婦人会）の行動開始 「産・官・民」連携で公害を克服

●リサイクル・廃棄物処理

1990年代～ 「循環型社会」「脱炭素社会」を目指した都市づくり

●クリーナープロダクション

●エネルギーマネージメント

●上水・廃水処理

北九州エコタウンプロジェクト

資源循環と環境産業の融合した日本で最初かつ最大のプロジェクト
家電自動車 OA機器 風力発電 市民太陽光発電所
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再生可能エネルギー



北九州市の環境国際展開

ベトナム
（ハイフォン市）

フィリピン
(ダバオ市)

★姉妹都市
★姉妹都市

★環境姉妹都市★環境姉妹都市

カンボジア
（プノンペン都）

インドネシア
（スラバヤ市）

３つの組織が連携して環境国際ビジネスを推進

2010～ アジアカーボンニュートラルセンター（旧：アジア低炭素化センター）

北九州市

北九州国際技術協力協会
（公財）

人材育成 調査・研究

総合調整

地球環境戦略研究機関
（公財）

東南アジアを中心とした環境国際ビジネスの展開
1980年～ １９９９年～

33



インド
・人口14億人（生産年齢人口2/3）世界１位
・GDP 世界５位、成長率：７％
・面積世界7位

環境国際ビジネスの新たな扉
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インドの産業廃棄物・リサイクルの最大手

インド、中東、米国等 世界的ネットワーク

環境産業・インフラ開発など多角経営

❶

❸
❷

ラムキーグループの日本・北九州市進出

■本 社
■設 立
■売 上 高

■従業員数

：インド・ハイデラバード市
：1994年4月
：グループ全体 13億米ドル
（約1,800億円）
：世界 約25,000人

Hyderabad

5

国内初！
インド環境産業企業 進出
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「環境国際ビジネス関連プロジェクト
推進に関する包括的な連携」

❹ 市内企業や大学等との環境分野での共同研究

ラムキーグループと北九州市との連携協定

❸ インドを対象とした環境プロジェクト形成

❶ インドの環境人材育成
❷ 市内企業とインド企業との連携

本市初！
インド企業との連携協定
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「成長への再起動」

北九州市の目指すもの

 現地ネットワーク構築
人材不足の市内企業支援

 製品、技術、ノウハウの輸出
市内企業の海外進出支援

 新たな環境ビジネスの創出
 市内の学術研究機能の強化
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